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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名して下さい。

＜連絡事項＞

・川端Dr.は4/7（火）不在のため、来週の診察はなし。

＜患者様連絡事項＞

・上野　千奈津様～臨時薬が内容変更し、本日夕より２日分処方。

・大久保　康弘様～臨時薬が内容変更し、本日夕より２日分処方。

＜隔離室入室・身体拘束患者様ケース検討＞

・和田　昌様～躁状態の為、刺激を遮断し自傷他害の危険を回避する為、終日隔離継続中。

傾眠傾向にて、症状の鎮静化がみられる為、本日より10:00から16:00の間にて開放観察の実施を開始している。自床にて臥床し過ごされ、口調に荒さ、気分高さ無く経過。

・小笠原　久年様～幻聴に左右され他者への暴力行為を繰り返す可能性ある為、終日隔離継続中。
　　　　　　　　　小声での独語目立ち、時折大声で叫んだり、ドア蹴り見られ介入行っている。スタッフ付き添いでの入浴は粗暴性なく済まされ、会話にまとまりのなさあるも穏やか。

＜川端Dr診察情報＞

・杉澤　恵子様～他者トラブルがないよう説明を受け、了承される。新たな指示なし。予測指示継続。

・巴　勇樹様～喫煙したことについて「すみません」とニヤツキながら謝っている。禁煙するよう説明を受け、指示の変更なし。

・小笠原　久年様～妄想活発のため、大幅に服薬調整行っている。精神症状が大きく変動する可能性があるため、注意して観察するよう指示あり。

・柳杭田　かつ子様～鼻汁軽減され、小青竜湯は終了の指示あり。歩行不安定さある為、OTは病棟にて行っても良いとの指示あり。また、上記について、病棟SGMからDrへ確認するよう指示あり。下肢へビーソフテン軟膏塗布の指示は継続。

・曽我　正子様～やや気分高揚気味も、服薬調整なし。顔に塗布していたエルタシン軟膏処置は終了。手に塗布しているビーソフテン軟膏処置は継続の指示。

・川口　幸枝様～易怒性なく、落ち着いて過ごされている為、クエチアピンが中止となり臨時薬１４日分処方。便秘時の予測指示を追加。歩行訓練の実施と睡眠チェック表の記入を行うよう指示あり。

・水梨　孝純様～定期的に爪切りを行うよう指示あり。

・乙部　純一郎様～本日よりロゼレム中止。睡眠の状況を正確に記録するよう指示あり。4/9　14:00施設スタッフとの面談を調整するよう指示あり。

・小野　彰彦様～軽躁状態にあり、服薬調整していくことを担当医より本人に説明行っている。

　　　　　　　　エビリファイ追加となり臨時薬２日分処方となる。予測指示は4/14まで継続。

＜要注目患者様ケース検討＞

・鈴木　勝彦様～元職場へ架電し確認行為がある為、かけないで欲しいと家族から要望あり。架電先を確認のこと。

・金山　辰巳様～家族より、たばこ６本/日の希望あり。他者よりたかる行為もある為、本数チェックをしていくこととする。

・佐々木　悦子様～Dユニットへ行き、小野様へ抱きつく・内容不明の手紙を渡すなどの迷惑行為があり、小野様からストレスを感じているとの訴えあり。各プログラムや配膳時、入浴時など、Cユニット入り口開錠には注意していく。

＜退院患者様＞
 　　　氏名：駒木　悦子（こまき　えつこ）様　女性　78歳

 　　主病名：統合失調感情障害　脳血管性認知症

 身体合併症：多発性脳梗塞、弁膜症、慢性腎不全、高度脱水、肺炎

 　入院形態：医療保護

 　　担当医：深澤Dr

 　　入院日：H27年2月17日（当院2回目）

 　　　住所：階上町蒼前１丁目9-1948

 　主援助者：駒木　俊春様　（長男）

 　　連絡先：0178-88-3036

本日、14:30声掛けへの反応なく、痛み刺激に対し僅かに開眼するが、右への共同偏視あり。心電図モニターを装着。酸素１L流入しているが、酸素飽和濃度64％へ低下。14:45酸素１０Lへ増量し、酸素飽和濃度90％をキープ。長男様へ状態を説明すると、八戸市市民病院への転院希望あり。脳梗塞の疑いあり、担当医指示にて八戸市市民病院へ救急搬送の指示あり、15：00救急車にて同院救急救命センターへ救急搬送となる。同院へ転院にて入院治療を行う為、当院退院となる。
